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１． 成顕寺について 

・成顕寺の説明の中で「風早明神」を「鞍懸大明神」と改めたのは源頼朝と説明しているが、「成顕寺縁起」 

 には源頼朝は登場していない。「風早明神」から「諏訪大明神」へと移っているが、この疑問はどう解釈

したらよいか。 

 「通法山成顕寺縁起」には、源頼朝も登場している。どちらも言い伝えである 

   「千葉県東葛飾郡史」の鞍掛大竜王縁起：源頼朝が境内の松に鞍をかけて戦勝祈願したので、その後風早 

    明神を鞍掛大竜王と呼び、この地を駒木と呼ぶようになった。 

「通法山成顕寺縁起」：当初は風早明神として祀られていたが、建治年間に竜神が悪病を流布させたので、 

日朗上人が法華経で竜神を雌伏させた。この竜神を妙法諏訪大明神として祀った。 

 

２． 香取神社（名都借）に水神塔が２基あるが、どこからもってきたのか。 

   水路や田の近くの路傍にあったと考えられるが場所の特定はできない。 

 

３． 東福寺の民話「目つぶしの鴨」は、「目かくしの鴨」ではなくそのまま伝えた方が良い。 

 境内での説明時は、「目かくしの鴨」とする。 

 

４． 弘法大師が流山に来たのが弘仁５年（８１４）、弘法大師の高弟桂伝阿闍梨が来たのが大同年間（８０６～

８１０）で弟子の方が早く来ているのはなぜか。 

 両方とも縁起での話で、この種の話は全国の寺社には多数ある。空海は流山に来た記録はない。あくまで 

 言い伝えである。  

 

５．三輪茂侶神社の創建はいつか？ 

   創建は不詳である 

  「千葉県東葛飾郡誌」大正 12年：「三輪神社の名称は貞観 2年（860年）勅使が下向した時、大物主命が 

三輪山に鎮座することから、村名を三輪野山とし神社を三輪神社としたが、もとは茂侶神社と言っていた 

ので、茂侶神社に変更したい」との変更願が大正 7年に出ている。 

 

６．大国主命と大物主命さらに大己貴主命は同一神か。三輪茂侶神社境内の縁起説明書きに同一とされる記述が 

ある。 

   大国主命は、若い頃から名前をいろいろ変えている。その中に大物主命、大己貴主命があり、同一神であ

る。いずれにしても神話上の話。 

 

７． 三輪野山貝塚遺跡 

縄文時代後期から約１４００年間長期継続した大集落の遺跡は、弥生時代に忽然と姿を消した理由。 

４世紀の三輪野山向原古墳までは闇の歴史 

質問者が調査し、定例会で発表して欲しい。 
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８．東深井古墳群遺跡 

（１）６世紀に有力豪族が存在し、また奈良時代には製鉄技術集団の文明地域であった東深井がその後歴史か

ら消え去った背景は何か。 

質問者が調査し、定例会で発表して欲しい。 

 

                                                

（２）製鉄技術が大陸、九州、中国、近畿を経て東深井に伝達した背景は？            

    質問者が調査し、定例会で発表して欲しい。 


